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東京都千代田区大手町 2 丁目6 番 2 号 
(日本ビル) 

TEL  (03)5201-5022 (ダイヤルイン) 
株式会社 ルネサス テクノロジ 応用技術統括部 

     マイコンツール技術部 
製
品
分
類 

開発環境 発行番号 TN-CSX-050A  Rev. 第１版 

題
名 
SuperH RISC engine C/C++コンパイラVer.7 
不具合のご連絡(7) 

情報
分類 

１． 仕様変更 
２． ドキュメント訂正追加等 
３． 使用上の注意事項 
４． マスク変更 
５． ライン変更 

対象ロット等 有効期限 適
用
製
品 

P0700CAS7-MWR 
P0700CAS7-SLR 
P0700CAS7-H7R Ver.7.x 

関
連
資
料 

   SuperH RISC engine C/C++コンパイラ、   
   アセンブラ、最適化リンケージエディタ 
   ユーザーズマニュアル 
   ADJ-702-304A 
   第 1版 

永年 

SuperH RISC engine C/C++コンパイラVｅｒ.7 に別紙に示す不具合があります。 

 次に示す製品を御使用のお客様につきましては周知願います。 

型名 パッケージバージョン コンパイラバージョン  
7.0B 7.0B 

7.0.01 7.0.03 
7.0.02 7.0.04 
7.0.03 7.0.06 
7.1.00 7.1.00 

P0700CAS7-MWR 

7.1.01 
7.1.02 

7.1.01 

7.0B 7.0B 
7.0.02 7.0.03 
7.0.03 7.0.04 
7.0.04 7.0.06 
7.1.00 7.1.00 

P0700CAS7-SLR 

7.1.01 
7.1.02 

7.1.01 

7.0B 7.0B 
7.0.02 7.0.03 
7.0.03 7.0.04 
7.0.04 7.0.06 
7.1.00 7.1.00 

P0700CAS7-H7R 

7.1.01 
7.1.02 

7.1.01 

 なお、1,2 のチェックツールを以下のURL より入手できます。 

    http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/tool/index.html 

 

 添付：P0700CAS7-030411J 

         SuperH RISC engine C/C++コンパイラ Ver.7 不具合内容(7) 
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SuperH RISC engine C/C++コンパイラVer.7 
不具合内容(7) 

 

 SuperH RISC engine C/C++コンパイラ Ver.7台における不具合内容を以下に示します。 
1.、2.のチェックツールを以下 URLより入手できます。 

http://www.renesas.com/jpn/products/mpumcu/tool/index.html 
 
 
1. 無条件分岐の不当削除 
【現象】 
関数の最後の処理が条件文で、条件がネストしており、かつ最後の条件節が関数呼び出し+return 文、
その前の条件節が関数呼び出しで終わっている場合、関数出口への無条件分岐が不当に削除される場合が
ある。 
 
【例】 
    void sub(int parm) { 
        if (parm == 0) { 

; 
        } else if (parm == 1) { 
            ; 

} else if (parm == 2) { 
; 

} else if (parm == 3) { 
; 

} else if (parm == 4) { 
; 

} else if (parm == 5) { 
func1();    /* <A> */ 

} else { 
func2();    /* <B> */ 
return;     /* <B> */ 

} 
return; 

} 
 

 sub: 
          STS.L       PR,@-R15 
          TST         R4,R4 
          BT          L11 
          MOV         R4,R0 
          CMP/EQ      #1,R0 
          BT          L11 
          CMP/EQ      #2,R0 
          BT          L11 
          CMP/EQ      #3,R0 
          BT          L11 
          CMP/EQ      #4,R0 
          BT          L11 
          CMP/EQ      #5,R0 
          BF          L18 
          MOV.L       L20+2,R2 ; _func1 
          JSR         @R2 
          NOP 

L11: 
 ; L19への分岐命令を削除 

L18: 
          MOV.L       L20+6,R2 ; _func2 
          JMP         @R2 ; 常に関数呼び出しされる 
          LDS.L       @R15+,PR 

L19: 
          LDS.L       @R15+,PR 
          RTS 
          NOP 
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【発生条件】 
  以下の条件をすべて満たした場合に発生することがあります。 
 該当するかどうかはチェックツールを使用することにより確認することができます。 

(1) optimize=1を指定している。 
(2) 関数の最後の処理が条件文でかつ条件がネストしている。 
(3) 最後の条件節が関数呼び出し+return文で終わっている(例の<B>)。 
(4) (3)の直前の条件節が関数呼び出しで終わっている(例の<A>)。 

 
【回避方法】 
該当箇所が存在した場合、以下のいずれかの方法で回避していただきますようお願いします。 
(1) 該当ファイルを optimize=0指定する。 
(2) 最後の条件節の直前の条件節(例の<A>)の最後に nop()組み込み関数を追加する。 
＜例＞ 
 #include <machine.h>    /* 追加 for nop() */ 
            : 
} else if (parm == 5) { 

func1();    /* <A> */ 
nop();      /* 追加 */ 

} else { 
            : 

 
2. unsigned型->float 型キャスト不正 
【現象】 
  unsigned型の変数を float 型に明示的にキャストした時、キャストが不当に削除される場合がある。 
 
【例】 

unsigned short us1; 
volatile unsigned short us0; 
volatile float f0; 
float *p; 

 
void func() { 

        f0 = *p = ((float)us0, (float)us1); 
} 

 
          MOV.L       L29+50,R2 ; _us0 
          MOV.L       L29+54,R5 ; _p 
          MOV.W       @R2,R6 
          MOV.L       L29+58,R6 ; _us1 
          MOV.W       @R6,R2 
          EXTU.W      R2,R6 
          MOV.L       @R5,R2 
          MOV.L       R6,@R2 ; float に変換しないで*pにストア 
          MOV.L       @R5,R2 
          MOV.L       @R2,R6 
          MOV.L       L29+10,R2 ; _f0 
          RTS 
          MOV.L       R6,@R2 ; float に変換しないで f0 にストア 
 
【発生条件】 
  以下のいずれかの条件を満たした場合に発生することがあります。 
 該当するかどうかはチェックツールを使用することにより確認することができます。 
  ただし、チェックツールで検出されても不具合に該当しないケースもあります。 

(1) unsigned型の変数を float 型にキャストしている。 
(2) unsigned型の変数を double型にキャストし、かつ double=float または fpu=singleオプションを指定、
または long double型にキャストし、かつ fpu=singleを指定している。 

 
【回避方法】 
該当箇所が存在した場合、以下の方法で回避していただきますようお願いします。 
(1) 当該変数を元の型を表現できる signed型(unsigned int/longの場合は long double型)にキャストしてか
ら float 型にキャストする。 
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3. ld_ext()、st_ext()使用時のスタックポインタ不正移動 
【現象】 

SH-4で ld_exp()または st_ext()組み込み関数使用時にパラメタにローカル配列を指定した場合、
不正にスタックポインタを移動するコードを出力する場合がある。 
 
【例】 

#include <machine.h> 
 

void main() { 
float table[4][4], data1[4][4], data2[4][4]; 

                : 
        ld_ext(table) ; 
        mtrx4mul(data1,data2) ; 
                : 
} 
 
                    : 
          FRCHG 
          FMOV.S      @R15+,FR0 ; R15を更新、この間で例外が発生した場合上位のスタック領域が破壊 
          FMOV.S      @R15+,FR1 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR2 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR3 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR4 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR5 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR6 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR7 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR8 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR9 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR10 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR11 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR12 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR13 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR14 ;                         | 
          FMOV.S      @R15+,FR15 ;                         | 
          FRCHG   ;                         | 
          ADD         #-64,R15 ;                         V 
                    : 
 
【発生条件】 
  以下の条件をすべて満たした場合に発生することがあります。 

(1) cpu=sh4を指定し、かつ ld_ext()、st_ext()を使用している。 
(2) ld_ext(),st_ext()のパラメタにローカル配列を指定している。 

 
【回避方法】 
以下のいずれかの方法で回避していただきますようお願いします。 
(1) 該当ファイルを optimize=0指定する。 
(2) ld_ext()、st_ext()のパラメタを外部変数にする。 

 
以上 

 


